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一事 例 研 究 一
臨 地 実 習 に お け る 指 導 方 法 に 関 す る 一 考 察
一死 と 向 き 合 う患 者 を 受 け 持 っ た 学 生 の 変 容 体 験 に 焦 点 を 当 て て 一
















員 と臨地における指導者には各々の役割があり、情報交換 しなが ら共働 して指導にあたることで、役割を発揮できること
が示唆された。


















































































































〈家族構成〉 妻(60代)と2人 暮 らしであった。長女























〈積極的にベ ッドサイ ドへ〉 〈生活援助技術の工夫〉 〈恐














































































































に実施できていることを評価 した。そ して、学生Aの 存在
によって、B氏 と妻に良い効果があることを話 した上で、
師長の捉える患者像や家族像について具体的に説明し、そ
の視点も参考にしなが ら妻の状況も捉えるよ う示唆 した。








Bさ んは、自分や看護師の前では 「外泊 したい」、妻の


























の死生観 ともいえる考え方や価値観と、Bさ んの家族 と
の価値観の違い、それに対する無力感、ジレンマがあっ
たと思う。




己の感情にっいて自由に表現 しなが ら気持ちを整理 した
上で、医療者 として患者の前に立っ よう説明を加えた。
〈悪 化する病状 と普遍的な患者の捉え方>























に対 して、PNsは 、まず意識 レベルについて調べるように
指示をした。次に、それにあわせて看護計画を見直す よう
指 示し、計画の確認を行 った上で 「Bさんの奥さん、早 く
あなたに来て欲 しいみたいやったから行っておいで」と伝'
えた。そ して、PNsと 学生Aは 一緒に全身清拭や陰部洗浄
を実施したあと、PNsは 「しばらくBさ んの側にいてあげ
























































藤岡 ら 砂は、臨床の場における患者 と教員 と学生の相
互作用によって、その時々に"生 み出されるもの"が 看護
学実習における教材であり、学生が経験した現象の中から、












































































関わ り方を示 し、B氏 の側にいることを促した。このこと
を学生Aは 、「病室にいて良いことを保証された」と表現
していることに注 目したい。動揺している自分に対 して、
B氏 の側にいることは可能であるとい うPNsの 客観的な
判断をきくことで、大きな安心感が得られたと考える。





















し、死に逝 くのを目の当た りにし、精神的なス トレスが
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